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近
代
都
市
の
実
現
へ

第
三
次
五
力
年
計
画
策
定

　
内
外
多
難
の
中
に
一
九
六
四
年
の

新
春
を
迎
え
各
位
の
御
健
勝
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は

世
界
的
に
緊
張
緩
和
の
動
向
か
ら
平

和
へ
の
き
ざ
し
が
見
え
は
じ
め
ま
し

だ
が
、
十
一
月
の
ケ
ネ
デ
ィ
ア
メ
リ

カ
大
統
領
の
暗
殺
、
三
池
三
川
鉱
爆

発
事
故
、
国
鉄
鶴
見
事
故
等
が
相
次

い
で
お
き
、
痛
ま
し
い
犠
牲
者
を
出

し
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
た
こ
と
は

な
ん
と
し
て
も
残
念
で
し
た
。
さ
て

十
日
町
市
も
市
制
施
行
十
周
年
を

迎
え
、
市
民
の
御
努
力
に
よ
り
市
勢

も
一
応
順
調
に
発
展
し
て
お
り
ま
す

＋
日
町
市
長
村

こ
と
は
御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。
幸

い
近
年
織
物
業
の
発
展
、
公
共
事
業

の
大
巾
な
投
資
、
農
家
の
収
入
増
、

勤
労
所
得
の
向
上
等
の
た
め
市
民
所

得
が
国
民
所
得
の
平
均
に
並
び
大
変

喜
ん
で
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
十

日
町
市
で
は
本
年
第
三
次
建
設
五
ヵ

年
計
画
を
た
て
、
十
日
町
市
の
末
来

図
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
市
の
発
展
は
郡
市
の
一
体

化
が
必
要
で
あ
り
、
又
隣
の
南
魚
、

北
魚
、
東
頸
城
と
も
密
接
な
提
携
な

し
に
は
発
展
が
考
え
ら
れ
な
い
の
で

こ
れ
ら
地
域
を
一
体
と
し
た
計
画
を

前
提
と
し
て
五
ヵ
年
計
画
を
策
定
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
す
で
に

審
議
会
議
員
も
委
嘱
し
ま
し
た
の
で

一
月
早
女
初
会
合
を
開
き
審
議
を
進

め
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

あ
た
か
も
昨
年
末
県
に
お
い
て
も
県

山

謙
　
吉

総
合
開
発
審
議
会
よ
り
県
鄭
事
に
総

合
開
発
計
画
が
答
申
さ
れ
、
新
年
度

は
積
極
的
に
開
発
計
画
を
推
進
す
る

気
構
え
で
あ
り
ま
す
。
又
国
に
お
い

て
も
五
兆
円
の
道
路
五
ヵ
年
計
画
を

は
じ
み
と
し
て
治
水
十
ヵ
年
計
画
、

住
宅
建
設
七
ヵ
年
計
画
、
更
に
環
境

整
備
五
ヵ
年
計
画
等
を
続
汝
と
計
画

さ
れ
、
本
年
よ
り
実
施
に
移
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
計
画
と
も
関
連
を
十

分
配
慮
し
計
画
を
樹
て
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
十
日
町
市
と
し

ま
し
て
は
魚
沼
地
域
の
中
心
都
市
と

し
て
の
自
覚
を
再
認
識
し
、
近
代
都

市
実
現
の
た
め
北
越
線
の
建
設
推
進

飯
山
線
の
幹
線
化
促
進
、
ヘ
リ
ボ
ー

ト
の
建
設
、
関
越
自
動
車
道
の
郡
市

内
通
過
、
国
県
運
輸
綱
の
整
備
を
中

心
と
す
る
大
都
市
計
画
を
推
進
し
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
汐
そ
し
て
そ
の

上
に
こ
そ
織
物
業
の
農
業
、
商
工
業

の
発
展
が
期
待
さ
れ
、
市
民
の
生
活

水
準
の
向
上
が
あ
る
も
の
と
信
じ
ま

す
。
又
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
、
教

育
文
化
施
設
の
拡
充
、
衛
生
施
設
の

充
実
等
も
併
せ
て
推
進
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
な
お
本
年
の
郡
市
の
発

展
に
大
き
い
要
素
を
占
め
る
重
要
な

仕
事
と
し
ま
し
て
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

空
路
新
設
実
現
、
北
越
線
の
趨
工
格

上
げ
、
下
条
橋
の
完
成
、
八
箇
峠
ト

ン
ネ
ル
の
着
工
、
し
尿
処
理
場
の
完

成
、
飯
山
線
の
ジ
ー
ゼ
ル
カ
ー
の
増

配
車
実
現
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
目

的
完
逐
の
た
め
真
剣
に
努
力
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
市
議

会
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
を
得
て
郡
市
の
発
展
、

住
民
の
生
活
向
上
の
た
め
遭
進
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
旧
年

に
倍
す
る
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
致
し
ま

す
。
終
り
に
郡
市
の
発
展
と
皆
様
の

御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
年
頭
’

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

豊
か
な
市
造
り
を

交
通
土
木
事
業
の
推
進

十
日
町
市
議
会
議
長

　
市
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
三
十
九
年

の
新
春
を
迎
え
て
市
民
の
皆
様
と
共

に
十
日
町
市
の
発
展
を
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
内
外
共
に

多
事
多
端
な
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、

十
日
町
市
に
お
き
ま
し
て
は
懸
念
さ

れ
た
融
雪
災
害
や
台
風
禍
も
な
く
比

較
的
平
穏
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
淘

に
御
同
慶
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り

ま
す
。
本
年
は
市
制
施
行
以
来
十
年

を
迎
え
明
日
へ
の
飛
躍
を
考
え
ま
す

と
き
、
今
年
こ
そ
意
義
あ
る
年
と
感

ぜ
す
に
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
幸
に
し
て

重
要
産
業
の
織
物
も
こ
N
一
両
年
急

樋

口

速
に
伸
び
を
示
し
将
来
百
億
に
追
ら

ん
と
す
る
め
ざ
ま
し
い
発
展
振
り
を

見
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
畢
意
業

界
の
た
ゆ
ま
ざ
る
研
究
と
努
力
の
結

晶
で
あ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
農
業
に
お
き
ま
し
て
も
天
候
に
恵

ま
れ
戦
後
第
二
の
豊
作
を
記
録
し
、

一
般
商
工
業
界
も
こ
れ
等
を
反
映
し

て
か
な
り
の
成
長
を
示
し
ま
し
た
こ

と
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

一
方
行
政
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
災

厄
に
逢
っ
た
水
沢
小
学
校
校
舎
、
下

条
小
学
校
屋
体
、
川
治
小
学
校
外
三

校
の
完
全
給
食
設
備
等
教
育
関
係
も

漸
次
そ
の
充
実
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
交
通
土
木
事
業
も
国
県
道
の
改

修
も
継
続
事
業
が
進
め
ら
れ
、
下
条

橋
も
本
年
完
成
の
域
に
達
し
、
や
が

て
川
西
町
と
巡
還
バ
ス
の
通
る
遷

遠
く
は
な
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
　
飯
一

政
太
郎

山
線
の
改
善
に
つ
い
て
は
一
昨
年
の

新
潟
－
十
日
町
の
直
通
樵
急
に
引
続

き
、
長
野
ー
十
日
町
の
準
急
が
運
行

さ
れ
、
更
に
沿
線
市
町
村
の
陳
情
も

実
り
ま
し
て
デ
ー
ゼ
ル
車
の
増
配
も

本
年
は
期
待
さ
れ
る
こ
と
＼
存
じ
ま

す
。
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

し
尿
処
設
場
も
其
の
基
礎
工
事
も
昨

年
大
体
終
り
本
年
の
完
成
を
め
ざ
し

て
居
り
ま
す
。
十
日
町
市
と
し
て
今

後
十
万
都
市
建
設
の
夢
を
実
現
さ
れ

る
た
め
に
は
．
更
に
後
進
性
を
克
服
し
．

つ
つ
一
層
重
点
施
策
の
推
進
に
意
を

用
い
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
先
す
そ
の
根
幹
を
な
す
交
通
土

木
事
業
の
整
備
、
豪
雪
対
策
、
教
育
施

設
充
実
及
諸
友
の
施
策
の
推
進
を
図

り
近
代
都
市
盟
が
な
都
市
造
．
り
の
為

め
専
心
努
力
致
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。
私
共
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は

来
た
る
べ
き
予
算
市
会
及
第
三
次
五

ヵ
年
計
画
策
定
等
重
要
案
件
と
．
取
り

組
み
、
市
民
の
皆
様
の
御
期
待
に
添

え
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
つ
く
す
覚

悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
倍
旧
の
御

鞭
捷
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
絃
に
謹
ん
で

市
の
発
展
と
市
民
み
な
さ
ん
の
御
多

幸
を
念
．
願
し
て
年
頭
の
御
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

正賀
市

長
村

助
　
役

山
謙
吉

小
川
彦
一
郎

収
入
役
高
木
佐
五
郎

保
育
所
入
所
児
童
募
集

昭
和
三
十
九
年
度
保
育
所
入
所
児
童
を
つ
ぎ
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

”
、
受
付
期
間
　
二
月
一
日
よ
り
二
月
十
日
ま
で

二
　
提
出
書
類

　
保
育
所
入
所
甲
請
書
一
通
、
添
付
書
類
と
し
て
父
母
、
祖
父
母
、

　
兄
姉
で
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
源
泉
徴
収
票
の
写
を
必
す
添
付
し

　
て
下
さ
い
。
前
年
の
納
税
が
他
の
市
町
村
の
場
合
は
市
町
村
民
税

　
の
納
税
証
明
書
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

三
、
提
出
先
＋
日
町
市
役
所
内
市
社
会
福
祉
事
務
所

四
、
申
請
用
紙

市
役
所
受
付
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
各
保
育
所
に
準
備
し
て
あ
り

ま
す
か
ら
お
申
出
て
下
さ
い
。

五
、
入
所
予
定
人
員

／
／
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
才
末
満
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
3
才
以
上
児

施
設
／

ヤ伽γ％襯
〃7冨ノ

十
　
日
　
町

保
　
育
　
所

十
　
日
　
町

幼
　
児
　
園

一
一
五

四
〇

北
越
保
育
園
一

ノ～

山ノ、○
一
五

三
一

四
〇

二
三
、

拓ZZZZZZZZZZZZZ〃躍／！，

六
、
入
所
児
資
格

　十日

町
市
に
住
民
登
録
を
し
て
あ
る
保
育
に
欠
け
る
児
童
で
あ
る

こ
と
。

七

姦
集
以
前
に
申
請
を
提
出
さ
れ
て
あ
る
方
は
再
提
出
し
㎜

　
　
　
、
，
ん
ξ
「
ζ
旨
多
ミ
ノ
［
》
　
多

　
　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

　
毎
年
二
月
は
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の
月
で
す
。

　
次
の
方
は
二
月
末
日
ま
で
に
申
告
と
納
税
を
し
て
下
さ
い
。

　
一
、
昭
利
三
十
八
年
中
に
親
族
そ
の
他
の
個
入
か
ら
財
産
を
も
ら
っ

　
　
た
方
で
そ
の
合
計
額
が
二
＋
万
円
を
超
え
る
場
合
。

　
二
、
昭
和
三
十
八
年
中
に
十
万
円
を
超
え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た

鰯
方
で
署
、
著
年
ま
た
繕
墾
士
ハ
年
中
に
高
じ
人
か
ら

㎜
＋
万
円
露
え
る
財
霧
受
髪
場
合
．

　
　
贈
与
財
産
に
は
、
不
動
産
の
ほ
か
現
金
預
貯
金
、
諸
権
利
な
ど
す

　
．
べ
て
の
財
産
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
評
価
額
が
不
明
の
場
合
は

　
　
税
務
署
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

欝購鞭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
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38
年
度
9
0
％
な
完
了

し
尿
処
理
場
建
設

　
十
日
町
市
に
お
け
る
将
来
の
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
主
方
と
し
て
登
嚇
す
る

し
尿
処
理
場
は
、
昨
年
十
月
上
旬

以
来
市
内
下
島
地
内
に
建
設
中
で
す

が
、
昭
和
三
十
八
年
度
工
事
は
約
九

十
％
を
完
了
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
完
了
し
た
施
設
は
直

径
十
層
五
十
、
高
さ
約
八
麿
の
最
終

沈
澱
池
を
は
じ
め
高
速
散
水
濾
床

（
直
径
十
三
麿
五
十
、
高
さ
約
八
麿
）

窪
乾
燥
床
、
塩
素
滅
菌
池
な
ど
で

約
八
百
七
十
万
円
の
費
用
が
か
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
三
十
九
年
度

に
お
き
ま
し
て
は
直
径
十
二
麿
五
十

の
消
化
槽
が
二
つ
と
ガ
ス
タ
ン
ク
、

中
央
管
理
室
の
ほ
か
付
属
機
械
設
備

を
入
れ
本
年
度
内
に
運
転
さ
れ
る
よ

う
工
事
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
総
費
用

は
約
一
億
円
近
く
か
か
る
見
込
み
で

す
が
、
こ
の
し
尿
処
理
施
設
が
で
き

ま
す
と
そ
の
能
力
、
規
模
等
に
お
き

ま
し
て
県
下
で
新
潟
、
長
岡
、
三
条
に

次
い
で
四
番
目
の
も
の
で
現
在
の
規

模
か
ら
み
て
も
楽
女
と
十
分
に
処
理

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
大
い

に
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
写
真
は
三
十
八
年
度
分
九
十
％
を

　
完
了
し
た
し
尿
処
理
場
】

1
蓄
1
『

県
職
業
訓
練
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
五
輪
大
会
へ
の
予
選

昭
和
三
十
八
年
に
実
施
さ
れ
た
第
一
た
。
技
能
五
輪
大
会
は
、
一
九
五
〇

て
お
り
ま
す
。
新
潟
県
職
業
訓
練
競

技
大
会
は
こ
の
国
際
大
会
へ
選
手
を

派
遣
す
る
第
一
次
予
選
で
つ
ぎ
の
要

領
で
実
施
さ
才
ま
す
。

一
、
参
加
資
格

　
①
国
際
大
会
が
開
か
れ
る
年
に

お
け
る
二
十
才
以
上
二
十
二
才
以
下

の
者
と
す
る
。

　
②
　
全
国
大
会
の
出
場
資
格
者
は

県
大
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
て
知
事
の
推
せ
ん
を
受
け
た
者

（
各
種
ご
と
に
原
則
と
し
て
一
名
）

二
、
参
加
員
数
県
下
に
所
在
す
る

工
場
、
事
業
場
ご
と
に
原
則
と
し
て

一
職
種
一
名
以
内
と
す
る
。

三
、
申
込
み
手
続
き

　
0
　
県
大
会
に
参
加
し
よ
う
と
す

る
者
は
参
加
申
込
書
に
所
定
事
項
を

記
入
し
、
工
場
、
事
業
場
の
責
任
者

の
推
せ
ん
を
受
け
て
県
職
業
訓
練
競

葵
会
奮
会
あ
て
申
込
む
も
の
と

す
る
。

　
②
　
競
技
参
加
の
た
め
の
参
加
料

は
委
員
会
か
ら
参
加
証
の
交
付
を
受

け
た
後
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
③
申
込
先
　
新
潟
市
川
岸
町
一

丁
目
社
団
法
人
新
潟
県
経
営
者
協
会

新
潟
県
職
業
訓
練
競
技
大
会
委
員
｝

会
。

冬
の
ゴ
ミ
集
め

　
　
　
特
掃
地
域
を
五
区
に
分
け

　
　
　
て
実
施

　
本
冬
も
積
雪
期
間
は
つ
ぎ
の
と
お

り
ゴ
ミ
集
め
を
行
い
ま
す
の
で
各
家

庭
の
皆
様
か
ら
の
御
協
力
を
お
ね
が

い
致
し
ま
す
。

一
、
ゴ
ミ
は
分
類
収
集
を
行
い
ま
す

　
の
で
必
す
燃
え
る
物
、
燃
え
な
い

　
物
に
分
け
て
下
さ
い
。

一
一
、
巡
回
区
域

〔
一
区
〕
本
町
一
丁
目
上
下
西
東
、

宮
ノ
下
町
西
、
東
、
諏
訪
町
、
神

　
明
町
、
本
町
二
丁
目
、
三
丁
目

〔
二
区
〕
本
町
四
丁
目
、
五
丁
目
、

　
六
丁
目
、
八
幡
田
町
、
稲
荷
町

　
一
、
二
、
三
、
四
全
区
、
旭
町
、

昭
和
町
四
丁
目

〔
三
区
〕
学
校
町
、
川
原
町
、
水
野

　
町
、
田
中
町
本
通
り
西
東
、
田
川

町
、
巾
若
宮
町

〔
四
区
〕
西
浦
町
東
、
西
、
駅
通

　
り
、
昭
利
町
二
、
三
丁
目
、
如
貰

　
糸
や
町
、
関
口
樋
口
町
、
西
寺

町
、
七
軒
町

〔
五
区
〕
袋
町
東
、
中
、
西
、
昭
利

　
町
一
丁
目
、
栄
町
、
泉
町
、
高
田

　
町
一
、
二
、
三
丁
目
、
春
日
町
一

一
一
、
三

三
、
巡
回
方
法

　
各
区
毎
に
そ
り
一
台
で
巡
回
（
す
・

　
す
振
り
制
）
平
日
は
燃
え
る
物
の

み
集
め
る
。

　
毎
月
二
†
日
、
二
十
一
日
の
二
日

間
は
燃
え
な
い
物
の
み
と
す
る
。

　
（
但
し
当
日
休
日
に
あ
た
る
時
は

翌
日
と
す
る
。
）

ム
？

オ
き
ぼ
き
お
ロ
お
お
ぬ
お
け
あ
お
り

鵜
ゆ

隅
　
く
全
般
橿
況
V
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風
が
強
ま
り
、
雪
の
日
が
多
い
見

　
こ
の
期
間
は
上
、
下
旬
に
季
雪

風
が
強
ま
り
、
寒
さ
が
や
N
き
び

し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
頃
大
雪
と

な
る
所
が
あ
る
見
込
み
で
す
が
、

長
つ
マ
き
す
る
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し

中
旬
は
時
汝
晴

れ
間
も
あ
り
、
気
温
は
お
＼
む
ね

平
年
並
み
で
し
ょ
う
。

へ
上
旬
概
況
〉

　
旬
の
前
半
は
一
時
吹
き
出
し
が

あ
っ
て
も
長
続
き
せ
す
、
時
女
晴

れ
間
も
出
ま
す
が
、
後
半
は
季
節

　
　
こ
の
日
に
生
れ
た
赤
ち
ゃ

北
陸
地
方

で
あ
る
。

ん
は
四
年
に
一
回
し
か
お
誕
生
日
が

や
つ
て
こ
な
い
。

　
な
ぜ
”
う
る
う
”
年
は
四
年
に
一

回
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
太
陽
の
回
り
を
地
球
が
一
周
す

る
に
は
三
百
六
十
五
・
二
四
二
二
日

か
＼
る
が
、
こ
の
端
数
の
調
整
の
た

め
で
あ
る
。
太
陽
暦
で
は
、
一
年
が

三
百
六
十
五
日
と
し
て
い
る
か
ら
毎

年
○
・
二
四
二
二
日
分
あ
ま
る
。
こ

れ
が
四
回
た
ま
る
と
O
・
九
六
八
八

日
に
な
る
の
で
、
こ
れ
を
一
日
と
し

て
、
四
年
に
一
回
二
月
を
二
十
九
日

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

“
関
00
9
0
讐
9
●
髄
”
”
髄
墾
●
●
O
I

込
み
で
所
に
よ
り
一
時
大
雪
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
気
温

　は前

半
は
い
く
分
高
目
、
後
半
は

低
目
と
な
り
ま
す
が
、
平
均
は
平

年
並
み
、
降
水
墨
は
一
時
多
目
と

　
　
　
　
一

な
る
所
が
あ
り
ま
す
が
、
お
＼
む

ね
．
平
年
並
み
。
ま
た
日
照
り
も
平

年
並
み
の
見
込
み
で
す
。

　
へ
中
旬
概
況
〉

　
初
め
冬
型
の
気
圧
配
置
で
雪
が

降
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
晴
れ
間

”
”

カ
月
予
報
へ
胴
）

そ
の
た
め
逆
に
端
数
が
不
足
す
る
の

で
、
四
百
年
に
三
回
は
二
十
八
日
の

藷
う
年
露
い
て
嚢
し
な
け
れ

一ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
お
も
し
ろ
い

こ
と
は
こ
の
う
る
う
年
に
、
偶
然
世

㎜
界
の
注
目
を
集
め
る
行
事
が
二
つ
あ

一
る
．
一
つ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
套
が

一
開
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
し
は

一一
東
京
大
会
懐
る
こ
と
は
糧
知
の

一
と
お
り
だ
が
　
次
の
大
会
カ
メ
キ
シ

一『
コ
シ
テ
イ
で
四
年
後
開
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
ア

メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
で
、
こ
れ
も

四
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

危
険
物
取
扱
主
任
者
受
験
講
習
会

　
　
　
　
希
望
者
は
申
込
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
器
髄
”
器
”
”
”
襲
”
”
”
．
．
髄
”
”
麗
”
”
9
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帥
鱒
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”
器
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●
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”

　
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

気
温
は
初
め
は
低
目
で
す
が
、
そ

　
の
後
高
目
に
向
い
、
平
均
で
は
平

年
並
み
か
高
目
。
降
水
量
、
日
照

り
と
も
平
年
並
み
の
見
込
み
で
す

　
く
下
旬
概
況
V

が
降
り
や
す
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

　こ

の
期
間
、
一
時
大
雪
の
降
る
所

が
あ
る
見
込
み
で
す
。
旬
の
平
均

気
温
は
年
、
平
並
み
か
低
目
。
降
水

量
は
多
目
、
ま
た
日
照
り
は
平
年

　
　
市
日
報
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
次
第
に
季
節
諦

　
　
　
　
　
　
　
風
が
強
ま
り
雪
…
甲
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
…
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謬
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盟
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ロ

並
み
の
見
込
み
で
す
。
　
　
　
　
弗

．
饅

　
〈
ス
ボ
ッ
ト
〉

　
　
・
つ
る
う
年

　
こ
と
し
は
“
う
る
う
κ
年
に
当

の
で
、
二
月
は
二
十
九
日
ま
百
あ

る
．
四
年
に
一
ペ
ン
や
ぞ
く
る
且

来
る
三
月
初
旬
に
危
険
物
取
扱
主
任
，

者
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
県
危
■

険
物
安
全
協
会
で
は
こ
の
試
験
の
準

備
講
習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
き
ま

す
か
ら
希
望
者
は
受
講
す
る
よ
う
お
。

願
い
致
し
ま
す
。

雪
な
し
の
出
初
式

　
　
　
　
き
び
き
び
し
た
放
水
演
習

昭
和
三
十
九
年
の
初
春
を
飾
る
恒
に
も
め
げ
す
団
員
の
き
び
き
び
し
た

一
　
日
時
及
場
所

一
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
（
佐
利

田
町
公
民
舘
）

一
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
（
高
田

謡
　
小
　
正
　
月

㎜
叩
…温

　
　
一
月
十
四
日
、
十
五
日
を
中
心
と

…
肺
し
た
行
事
を
、
私
た
ち
は
小
正
月
と

温
呼
ん
で
き
ま
し
た
。

コ
に翫

　
小
正
月
は
、
百
姓
の
正
月
と
も
い

繍
わ
れ
て
、
農
業
に
関
係
の
深
い
予
祝

＝
1

一
月
二
十
九
日
～
二
月
三
日
（
、
長
岡
…

　
市
厚
生
会
舘
）

一
月
三
十
一
日
～
二
月
一
日
（
六
日
…

　
町
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
）
　
　
　
旦

｝
二
月
四
日
～
吾
（
燕
再
用
組
合
）
㎜

二
月
六
日
～
七
日
（
新
津
市
記
念
会
…

　
舘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾

　
ー
ル
）

一
二
－
　
　
　
　
　
　
“

例
の
消
防
出
初
式
は
去
る
｝
月
六
日
｝

午
前
九
時
の
点
鐘
を
合
図
に
十
日

．
町
、
川
治
地
区
の
消
防
団
員
四
百
五

十
人
及
び
来
賓
多
数
が
市
役
所
前
に

集
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
す
市
長
（
代
理
小
川
助
役
）
が
｝

…
全
員
の
服
装
、
姿
勢
の
点
検
を
行
っ

た
あ
と
、
消
防
自
動
車
二
台
で
放
水

9
演
習
を
展
開
し
ま
し
た
。
今
年
は
雪

が
全
然
な
ぐ
晴
天
の
も
と
で
珍
ら
し

い
出
初
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
寒
さ

動
作
は
見
入
る
市
民
の
信
頼
に
こ
た

え
ま
し
た
。
終
っ
て
市
民
体
育
舘
で

島
田
団
長
の
講
評
、
市
長
（
代
理
）

の
訓
示
な
ど
が
あ
っ
て
、
め
で
た
く

行
事
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
な
而
そ
の
他
の
地
区
で
は
吉
田
、

ゴ
ハ
箇
が
五
日
、
下
条
、
中
条
、
水
沢

が
七
日
に
そ
れ
ぞ
れ
出
初
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
　
【
写
真
は
出
初
式
の
放
水
演
習
】

行
事
や
年
占
い
が
多
い
よ
う
で
す
。

予
祝
行
事
と
い
う
の
は
、
秋
の
み
の

り
が
豊
か
に
よ
る
よ
う
に
、
あ
ら
か

じ
め
祝
い
、
願
う
こ
と
で
、
作
飾
り

（
サ
ク
カ
ザ
リ
）
や
、
成
木
責
め
（
ナ

ル
キ
ゼ
メ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
　
飾
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
日
に
若
木
迎
え
と
い
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
山
か
ら
切
っ
て
き
た
ダ
ン
ゴ
の
木
に

二
月
七
日
～
八
日
（
新
潟
市
日
報
ホ
㎜
餅
の
小
さ
く
切
っ
た
の
や
、
大
根
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
を
形
ど
っ
た
餅
花
や

　
　
　
受
講
対
象
及
受
講
実
績
…
セ
ン
ベ
イ
を
吊
り
さ
げ
て
神
棚
に
飾

蕊
鞭
薦
贈
糞
㎜
雛
肛
撫
襯
瞳

．
長
発
行
の
証
明
書
提
出
し
た
者
一
人
㎜
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
百
円
、
以
外
は
第
一
日
の
受
付
時
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
ま
た
稲
穂
（
イ
ナ
ボ
）
と
い
う
の

に
納
入
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
は
、
小
さ
く
切
っ
た
餅
を
藁
に
と
胸

三
．
受
講
申
込
み
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
r
㎜
し
て
稲
の
穂
に
形
ど
り
、
ま
た
三
角

官
製
ハ
ガ
キ
に
希
望
会
場
名
、
信
序
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
形
の
ソ
バ
の
花
や
大
根
な
ど
、
養
．
蚕

氏
名
、
年
令
及
び
勤
務
先
を
記
入
し
…

写真は（上）作飾リ　（下右）鳥追

い（左）正月の神様

　
　
シ
ナ
ノ
ノ
ク
ニ
カ
ラ
オ
ッ
テ
キ

　
　
タ

　
　
ナ
ニ
ヲ
モ
ッ
テ
オ
ッ
テ
キ
ク

　
　
ス
ズ
メ
　
ス
ワ
ド
リ

　
　
タ
チ
ア
ガ
レ
　
ホ
ー
イ
ホ
イ

な
ど
と
、
鳥
追
い
歌
を
う
た
っ
て
部

δ
8
　
　
一

》
『
　
　
・

　
　
　
　
　
レ

9
…

協

ま
す
。

　
　
　
な
お
、
最
近
の
こ
ど
も
雑
誌

　
　
な
ど
に
、
ホ
ン
ヤ
ラ
ド
ウ
と
秋

　
　
田
県
の
カ
マ
ク
ラ
を
混
同
し
て

　
　
い
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
同
じ
く
小
正
月
行
事
で
す
け

　
　
れ
ど
も
、
カ
マ
ク
ラ
は
水
の
神

　
　
様
を
お
ま
つ
り
す
る
の
で
、
正

　
　
面
の
水
神
様
や
水
天
宮
な
ど
を

　
　
掲
げ
ま
す
し
、
ホ
ン
ヤ
ラ
ド
ウ

　
　
は
田
の
神
様
の
ま
つ
り
で
、
伺

　
　
も
飾
ら
な
い
の
が
、
む
か
し
か

　
　
ら
の
し
き
た
り
で
し
た
。

　
　
モ
ゲ
甲
7
追
い

　
十
．
五
日
朝
は
モ
グ
ラ
追
い
で
す
。

こ
ど
も
た
ち
は
藁
を
打
つ
槌
に
縄
を

鞭
雛
離
㎜
羅
圧
醒
凝
落
縫
難
く
旨

護
萎
長
冨
込
む
こ
と
．
畜
り
ま
す
　
　
　
う
か
腐
寡
て
来
た
蟻
落
の

十
二
回
国
際
職
業
訓
練
大
会
（
技
能
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
日
本
に
お
い
て

五
輪
大
会
）
に
は
、
わ
が
国
の
参
加
は
昭
和
三
十
七
年
か
ら
参
加
し
、
昭

嚇
辮
　
灘
霧
　
胤
璽

不
明
の
点
は
市
消
防
署
警
防
課
予
防
㎜

係
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。
　
　
　
㎜
　
　
鳥
　
追
　
い

　
十
四
日
夜
の
鳥
追
い
は
、
こ
ど
も

㎜
た
ち
に
と
っ
て
、
．
長
い
冬
の
中
で
の

㎜
も
っ
と
も
楽
し
い
行
事
の
ひ
と
つ
で

…
す
。

㎜
　
昼
間
つ
く
っ
て
お
い
た
ト
リ
オ
イ

㎜
ド
ウ
に
、
夜
に
な
る
と
餅
や
菓
子
や

㎜
果
実
な
ど
を
持
ち
こ
ん
で
、
用
意
し

㎜
た
火
で
餅
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
歌

酬
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
す
。

㎜
　
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、
拍
子
木
を

㎜
打
ち
な
が
ら

㎜
　
　
オ
ラ
ガ
ウ
ラ
ノ

㎜
　
　
ワ
セ
ダ
ノ
イ
ネ
ヲ

㎜
　
ナ
ニ
ド
リ
ガ
ツ
ッ
ツ
イ
ク

㎜
　
　
ス
ズ
メ
ド
リ
ガ
ツ
ッ
ツ
イ
ク

㎜
　
　
ス
ズ
メ
　
ス
ワ
ド
リ

㎜
　
タ
チ
ア
ガ
レ
ホ
ー
イ
ホ
イ

㎜
と
か
、

…
　
　
コ
ノ
ト
リ
ハ

…
　
ド
ッ
カ
ラ
オ
ッ
テ
キ
タ

こ
ど
も
た
ち
と
湾
か
％
て
、
互
い
騨

に
追
い
く
ら
を
し
ま
す
　
こ
れ
に
勝

っ
た
方
が
豊
作
に
な
る
と
い
わ
れ
た

り
す
る
の
で
、
追
い
く
ら
が
喧
嘩
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
ん
だ
な
ど
と
老

人
の
話
に
あ
り
ま
す
。

　
ト
リ
オ
イ
ド
ウ
の
呼
び
名
は
、
と

こ
ろ
に
よ
っ
て
ま
ち
く
で
、
ユ
キ

ン
ド
ウ
、
ホ
ン
ヤ
ラ
ド
ウ
、
ホ
ー
リ

ン
ド
ウ
、
ト
リ
オ
イ
ド
ウ
な
ど
と
い

わ
れ
ま
す
し
、
そ
の
形
も
、
洞
穴
型

の
も
の
、
層
根
の
な
い
た
て
穴
の
中

央
で
火
を
燃
や
す
も
の
、
雪
で
高
い

塔
を
つ
く
る
も
の
、
枠
型
に
厚
い
雪

の
壁
を
ま
わ
し
て
、
そ
の
上
で
鳥
を

追
う
も
の
な
ど
い
ろ
く
の
形
が
あ

り
ま
す
。

　
十
五
日
に
は
、
こ
の
冗
の
中
へ
入

っ
て
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て

入
る
と
ハ
ヤ
リ
ヤ
マ
イ
（
流
行
病
・

伝
染
病
）
に
か
＼
る
と
い
わ
れ
て
い

か
け
て
引
張
り
、

　
　
モ
グ
ラ
モ
チ
ハ
　
ド
コ
イ
ッ
タ

　
　
ヨ
コ
ヅ
チ
ド
ン
ノ
　
オ
ト
オ
リ

　
　
ダ

と
歌
い
な
が
ら
、
家
の
ま
わ
り
を
ま

わ
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
畑
作
物
が
モ

グ
ラ
の
害
を
う
け
な
い
よ
う
に
と
い

う
願
い
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

　
成
木
責
め

　
柿
や
栗
な
ど
の
果
樹
を
責
め
て
、

こ
と
し
も
実
が
豊
か
に
な
る
よ
う
に

祈
る
ま
じ
な
い
で
す
。

　
十
五
日
朝
、
ア
ヅ
キ
ガ
ユ
か
ダ
ン

ゴ
の
ユ
デ
湯
を
も
っ
て
木
の
と
こ
ろ

へ
行
き
、
ひ
と
り
は
ナ
タ
で
木
に
傷

つ
け
な
が
ら
「
ナ
ル
カ
ナ
ラ
ヌ
カ
、

ナ
ラ
ナ
イ
ト
、
ブ
ッ
タ
ギ
リ
ゾ
」
と

お
ど
か
し
ま
す
。
す
る
と
他
の
ひ
と

り
が
「
ナ
リ
マ
ス
ナ
リ
マ
ス
」
と
答

え
、
切
り
口
に
カ
ユ
の
汁
を
か
け
て

や
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
の
余
っ
た
ア
ズ
キ
ガ
ユ

は
、
十
八
日
ガ
ユ
と
い
っ
て
、
十
八

日
に
食
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
X

　
こ
の
ほ
か
、
ド
ン
ド
焼
き
（
道
楽

神
焼
き
、
シ
メ
焼
き
）
や
、
十
六
日

は
女
の
正
月
と
い
っ
て
女
の
ひ
と
が

仕
事
を
休
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
農
家

に
よ
ら
す
な
つ
か
し
い
数
汝
の
行
事

が
つ
づ
け
ら
れ
、
こ
の
年
の
豊
か
さ

が
祈
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
市
社
会
教
育
課
）
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